
第36回 分子糖尿病学シンポジウム
ご 案 内

2025年12月6日（土）
9：30－18：00（開催時間は変更の可能性がございます）

東京大学大学院医学系研究科遺伝情報学  教授

日　時

岡田 随象先生
特別講演1

富山大学学術研究部医学系  第一内科
藤坂 志帆代表世話人

参加費

富山大学学術研究部医学系  第一内科
角 朝信事務局

C. Ronald Kahn, MD

遺伝統計学による糖尿病の病態解明

Adipose Tissue Secreted miRNAs 
- a New System of Tissue Communication in Metabolic Disease

特別講演 2

4,000円　（大学院生/学生・初期研修医は無料）

富山国際会議場
〒930-0084
富山県富山市大手町1番2号

https://www.ticc.co.jp/

会　場

開催についてのお知らせ
本シンポジウムにつきましては、
下記の会場（富山国際会議場）での現地開催
を予定しております。
オンライン配信はございません。

Mary K. Iacocca Professor of Medicine, Harvard Medical School
Chief Academic Officer, Joslin Diabetes Center

●演題のご応募・研究賞に関する詳細は、次のページをご参照ください●

富山国際会議場



演題発表応募規定
2025年8月1日（金）～9月15日（月・祝）9月30日（火）までの間に、分子糖尿病学研究会ホームページ
(http://www.wakayamanet.or.jp/mol-dm)より申込書をダウンロードし、必要事項を
記入の上、分子糖尿病学研究会ホームページの一般演題募集サイトから応募ください。
応募は1研究グループ1演題と致します。
※共催メーカーのノボ ノルディスク ファーマ株式会社によるスライドレビューが必須となりま
した。本会2週間前までにスライドを担当MRに提出ください。スライドレビューに間にあわな
かった場合には演題の取り消しになる場合があります。

※演者の先生にはCOIを開示していただきます。
　・COI申告フォームのご登録・ご提出は不要です。
　・座長のCOI開示は必要ありません。
　・COI開示基準等は日本糖尿病学会の指針に準じていただきます。

研究奨励賞
1983年3月31日以降生まれの発表者個人に対して表彰し、盾と副賞を授与する。
※対象年齢に関して出産・育児・介護に伴う休業期間を考慮できる場合が御座います。
詳細は事務局までお尋ね下さい。

分子糖尿病学研究会ホームページ 

▲

 http://www.wakayamanet.or.jp/mol-dm/

応募締め切り
2025年9月15日（月・祝）必着

Travel Research Grant
年齢無制限、演題応募締切までに応募のあった演題で、抄録をもとに世話人が採点を行い、
上位10名に授与します。

研究奨励賞及び若手研究奨励賞の審査対象に関してのご注意
対象：主に国内で行われた糖尿病学に関する研究で、応募時点において公表（印刷　または　on line）

されていない研究であること。
これに該当しない演題に関しては発表は可能ですが賞の審査対象からは外れます。

若手研究奨励賞
1988年3月31日以降生まれ発表者個人に対して表彰し、盾と副賞を授与する。
※研究奨励賞受賞者以外の若手研修者の中で上位2名
※対象年齢に関して出産・育児・介護に伴う休業期間を考慮できる場合が御座います。
詳細は事務局までお尋ね下さい。

共催：分子糖尿病学研究会
ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

後援：日本糖尿病学会

延長：2025年9月30日（火）必着


